



















(尚、拙訳は一次史料Laing, David, ed. (1895), 
The Works of John Knox, vol.4 Edinburgh,pp.491
－503の訳であるが、以下を参照した。















The Reformation Pamphlets by John Knox (2)
― スコットランド貴族と身分制議会に提出された
― 司教とカトリック聖職者により宣告された判決故のアペレイション （3） ―
The Appellation from the Sentence Pronounced by the Bishops  and  









































































































































































































































































































































































































































































12） 申命記13章6 ～ 9節参照。
13） サムエル記上3章9，15節参照。
14） 列王記上22章参照。
15） 列王記上21章参照。
16） 列王記下8章参照。
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言葉で注目すべきと考えている最初のものな
のです。すなわち、もし、だれかが人々に偶
像を崇拝する気にしたり、導いたことが明ら
かにわかったら、その人は、罰から免れない
のであります。そして、このことはアサが民
と共に、神に仕えさせ、神の宗教を維持させ、
さらに罪を犯す者にこの罰を加えるという宣
誓や契約において、非常にはっきりと述べら
れています。すなわち、「子どもも、大人も、
男も女もイスラエルの神、主を求めない者は
だれも死刑に処せられる17)」のであり、この
誓いは、主を喜ばせました。神は彼らを好み、
それぞれに安らぎを与えました。なぜなら、
彼らが、主に心を尽くして、人について顧慮
することなく神の法の教えに従って、罪を犯
した者を罰することを誓ったからです。そし
て、これは、私は言いたいのですが、閣下た
ちが、先ず、注目してもらいたいことなので
す。すなわち、偶像崇拝者たちはだれも、神
の法によって、罰を受けることから免れるこ
とはできないということです。
　第二に、そのような罪の罰を受けるのは、
偶像崇拝、すなわち、神を冒涜し、神を害す
る者であって、その不敬虔が明らかに知られ
ているとき、神は神の栄光に反してなされる
不正への処罰の権利は、王たちや主要な統治
者のみに属するのではなく、その国民の全体、
ならびに国民の各自に属しているのでありま
す。モーセははっきりと次のこれらの言葉
を語っております。「あなたがたの町におい
て（と彼は言っているのだが）、あなた方の
神、主があなたに与えて住まわせるどこかの
町のうわさとして、あなたの中から、ならず
者が現れて、つぎのこれらの言葉によって町
の住民たちに懇願したとしたら、つまり、『お
前たちの知らなかった他の神々に従い、これ
に仕えようではないか。』とその町の住民を
迷わせていることを聞いたなら、それを尋ね、
さぐり、よく問いたださねばならない。そし
て、もし、それが確かな事実であり、そのよ
うな憎悪すべき事があなたたちの中で行われ
たのであれば、その町の住民を剣にかけて殺
し、町もそこにあるすべてのものも滅ぼし尽
くし、剣にかけなければならない。略奪品を
すべて広場の中央に集め、略奪品もろとも町
全体を焼き払い、あなたの神、主に対して、
完全に燃やし尽くすささげ物としなければな
らない。そして、その町は、永遠に石の山で
あり、もはや再び建てられることはない。主
が激しく怒りをやめ、あなたに愛情を持つよ
うに、その嫌われるものみな、なにも手元に
とどめてはならない。」18）と。
　モーセは王たちや支配者たちや裁判官たち
に、義務を語ったのではなく、彼は明らか
に、町全体の人々に、そして、町のそれぞれ
の構成員に語ったのであります。それでは一
体誰が、この非常に分別があり、正当である
ことについてあつかましく否定するのでしょ
うか？というのは、神が束縛から、イスラエ
ルの民全体を救ったこと、そして神が全イス
ラエルの民に神の法を与えたこと、また神が
十二部族にカナンの地を分配し、継承したこ
と、そして、それが各家族に対して、なおざ
りにされていると訴えられないこと、これら
のことを考えて、全体と各メンバーは神の恩
恵を告白し認める義務を負っていないのと言
えるでしょうか？そして、個々人が、受け取っ
たものを守ろうと思うのではないでしょう
か？神は各々が心の中で主なる神を聖別し、
確立した神の宗教を守ること以外、そして、
最終的に不正を各々の中から切り離すこと以
外、なすべきでないとはっきりと述べていま
す。また、神は、これらの忌まわしい敵に誠
意を込めて主張しています。それは、最初は
神は非常に（その国の敵を19））憎み、その国
のすべての住民が滅ぼされることを、そして、
彼らの偶像崇拝の建物全てを壊すように命じ
ました。また、その後、神は、偶像崇拝に傾
く町は剣で倒れることを、そして略奪品すべ
ては、焼かれ、保存されるものはなにもない
ようにすることを厳しく命じられました。
　これは一般の人にとって、非常に厳しい判
17） 歴代誌下15章13節参照。
18） 申命記13章12－17節参照。
19） 拙著補足。
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断であると思われます。そして、（その判断は
20））知性的よりもむしろ、激怒して発してい
るようにみえるでしょう。なぜなら、人の判
断では、そこに存在していた町に、幼児や子
どもや単純で無知な者たちのような多くの無
邪気な者たちが見出せなくなるからです。一
体、そのような不敬虔に誰も同意しなかった
のでしょうか、また、同意できなかったので
しょうか？私たちは、例外なく、全ての者は、
残酷な死に定められているのです。そして、
その町や略奪品に関しての例のように、人は、
火で焼き尽くされるよりも、そして、誰にも
利益を与えないよりも与えられた方がよいと
思うのです。しかし、そのような場合、神が
神の裁きを命じられる時、すべての生き物は
身をかがめ、顔をおおい、論理的に考えるこ
とを思いとどまろうとするのです。私は、そ
のような厳しいさまざまな原因を引用するこ
とが出来ますが、しかし、聖霊が定めるより
他になにも求めたくありません。第一に、す
べてのイスラエルは戒めを聞き、忌むべき事
に関わることを恐れるべきでした。そうすれ
ば、第二に、主は神の激しい怒りから転じて、
人々に愛をもち、また憐れみをもたれ、神が
先祖たちに誓われたとおりに、彼らの数を増
やされたでしょう。どちらの理由も、それら
が、神の子等が、不平不満をこぼす肉なる人
間を十分正そうとしたものであります。しか
し、そのことがすべての人を怒らせました。
そしてそれは、私が以前のべたように、全て
の人に反対して非常に神を怒らせた神の敵に
述べるべきことだったのです。モーセは言っ
ています。「町を焼き払い、略奪品を何一つ、
あなたの手にとどめないように。そうすれば、
主は激しい怒りをやめるであろう。21）」など
など。少数の背教者と偶像崇拝者によって、
神の怒りは全体に対して燃えだたされ、そし
てそれは、決してそのような罰は、犯罪者た
ちに負わせられる義務を果たすまで、消えな
いのであり、偶像崇拝の下で、仕えていた者
は皆、破滅しました。なぜなら、神の前で、
それが忌々しく、憎むべきものであるからで
あります。ですから神は、神の民を用いる
ために取っておかれることはしたくないので
す。
　私は、この法が、神が命じたように実行さ
れないことを知らないのではありません。し
かし、それらについて、歴史がひき続いて起
きていることを述べているのです。すなわち、
列王記の証言によればイスラエルとユダが捕
らえられ、連れて行かれるまで、疫病が次か
ら次と起こったとあります。そのことを考慮
するならば、私はさらに大胆にも次のことを
確信しています。つまり、それは、疫病を免
れ、神の罰を免れることを望む人は、義務と
してそれぞれが、（自分は22））偶像崇拝の敵で
あると告白し、心においてだけ偶像崇拝を憎
むのではなく、もしそのような憎むべき事の
ため決して偶像崇拝をしないのであれば、外
面的にも、悲しむことを明らかにするべきな
のです。それは、なぜ神がイスラエルと共に、
ユダを滅ぼすのかというわけを理解させよう
とした時、預言者エゼキエルが示しました。
そして、神は神の栄光を神殿や神が選んだ場
所から取り除きました。神の怒りが町中に注
がれ、そこは、流血と背教に満ち、そして、
彼らは非常に無分別にも次のように言うよう
になります。「主は、この地を見捨てられた。
主は顧みられない。23）」と。私は言いたいの
ですが、主は、同時に預言者の幻の中に現れ
ました。これは惨めな破壊の中で、神の好意
を見出すことが出来ます。すなわち、「都の中
で行われているあらゆる忌まわしいことの故
に、嘆き悲しんでいる者の額に神は、しるし
をつけるように命じた。24）」とあります。最
後まで、憐れみなしに平安を打ち壊すことを
命じた破壊者は、しるしが見える人を傷つけ
るべきではなかったのです。
《この先の訳は次号に続く予定》
20） 拙著補足。
21） 申命記13章17節参照。
22） 拙著補足。
23） エゼキエル書９章９節参照。
24） エゼキエル書９章４節参照。
